
日時 会場 ﾍﾟｰｼﾞ

２６日（水）

13:20
～
14:50

    『市民公開講座』
　　基調講演：「厚生労働省　福祉工学専門官のまわりに吹く新たな風」
　　講演者：小野　栄一　氏
　　（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室福祉工学専門官）

２６日（水）

２６日（水）

10:20～11:40

　　特別企画セッション
　　「発達障害者に役立つ支援技術とは？－その役割と今後の技術開発を考える」
　　　　・発達障害者の生活・就労に関する支援技術（機器，ソフト，道具等）についての紹介
　　　　・発達障害者への支援技術の適用実践の事例報告（成果と課題）

２６日（水）－２８日（金）

「障害当事者セッション－わたし流環境デザイン」
８月２６日（水）　　オープニング　　　　 　１０：２０－１０：４０
　　　　　　　　　　　当事者セッション１　　１０：４０－１１：４０　　生活者と出会う（１）

８月２７日（木）　　当事者セッション２　　　９：２０－１０：００　　生活上の工夫（１）
　　　　　　　　　　　当事者セッション３　　１０：１０－１１：１０　　生活上の工夫（２）
　　　　　　　　　　　当事者セッション４　　１１：２０－１２：２０　　仲間づくり
　　　　　　　　　　　当事者セッション５　　１６：５０－１７：５０　　社会の中での交流

８月２８日（金）　　当事者セッション６　　１０：１０－１１：１０　　生活者と出会う（２）
　　　　　　　　　　　当事者セッション７　　１１：２０－１２：２０　　当事者発の開発

２７日（木）

15:10～16:40

　　全国頸髄損傷者連絡会「実態調査」報告会
　　（１）頸損実態調査　趣旨説明　三戸呂克美　氏　（全国頸髄損傷者連絡会　会長）
　　（２）調査報告　　　　　　　　　　　麸澤　孝　　　氏　（全国頸髄損傷者連絡会）
　　（３）ディスカッション

２８日（金）

9:00
～
15:50

　　リハビリテーション工学　基礎講座

（１）　９：００－１１：００　「リハビリテーション工学の概論とリハビリテーション工学協会の
　　　　　　　　　　　　　　　　貢献と進む道」
　　　　　　　　　　　　　        講師：リハビリテーション工学協会理事長　　松尾　清美
（２）１０：１０－１１：１０　「褥そう防止装置に関する基礎知識と現状」
　　　　　　　　　　　　　        講師：河合 俊宏（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
（３）１１：２０－１２：２０　「ユーザ視点を加味した義肢装具の技術発展・普及・諸問題」
　　　　　　　　　　　　　        講師：川村 慶（川村義肢株式会社）
（４）１３：４０－１４：４０　「利用者視点を重視した車いす技術の現状と諸問題」
　　　　　　　　　　　　　        講師：佐藤 史子（横浜市総合リハビリテーションセンター）
　　　　　　　　　　　　　                北野 義明(石川県リハビリテーションセンター)
（５）１４：５０－１５：５０　「コミュニケーション機器の現状と課題」
　　　　　　　　　　　　　        講師：井村 保（中部学院大学）

Ａ会場　（Ａ学１）

Ｂ会場　（Ｂ学６）

特別プログラム　日程

Ａ会場　（Ａ学１）

Ｂ会場　（Ｂ学６）

Ａ会場　（Ａ学１）

Ａ会場　（Ａ学１）
　　パネルディスカッション
　　「いま考える，当事者発のリハビリテーション工学」
　　座長　　　：上小鶴正弘　氏（埼玉県総合リハビリテーションセンター　センター長）
　　　　　　　　　井上　剛伸　氏（国立障害者リハビリテーションセンター研究所）
　　パネリスト：園　順一　氏（京都福祉情報ネットワーク　代表）
　　　　　         中園秀喜　氏（ベターコミュニケーション研究会）
　　　  　　       上田　要　氏（特定非営利活動法人ケアズ世田谷　理事）
　　　　　         ソルト　　氏（仮名）（発達障害当事者）
　    　　   　　　中村成信　氏（若年認知症当事者）
　　　              神山　博　氏（ポリオの会）
       　　　　　  小野栄一　氏（厚生労働省　福祉工学専門官）
　　　　　　　　　松尾清美　氏（日本リハビリテーション工学協会　理事長

15:20
～
17:20


